
 令和３年度 

 第７回岩村地域自治区運営協議会役員会 
 

                  日 時 令和４年１月 11 日（火）19 時 30 分 

                     場 所 岩村コミュニティセンター大会議室 

 

１．会長あいさつ  

２．服部市議あいさつ 

３．議事 

  ①旧岩村振興事務所の活用について （Ｐ３～Ｐ６） 

   ・先進地視察研修 

       

  ②地域のまちづくり補助金の選定について （Ｐ７～Ｐ８、別紙） 

   ・地域単独事業の選考について  

    

       

  ③令和 3 年度地域自治区活動交付金の使途について （Ｐ９） 

 
 
  ④令和 4 年度地域自治区活動交付金申請書の提出について （Ｐ10～Ｐ12） 

 
    
 
 ４．連絡・報告事項 

  ①令和 4年度 各種審議会・委員会等への委員推薦について （Ｐ13） 

    

 

②恵那市の出生数について （Ｐ14） 

   

 

 ５．その他 

     

次回の会議  ２月  日（  ）   
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先人記念館視察行程（案） 

 

 日にち：令和４年２月下旬 

 場 所：山梨近代人物館 

 参加者：岩村地域自治区運営協議会役員、いわむら一斎塾、服部市議会議員 

     岩村振興事務所：福平所長、地域振興課：熊谷課長、岡庭係長 

     生涯学習課：鷹見課長、吉村 

 行 程： 

  ９：００ 恵那市役所出発（マイクロバス） 

        ↓ 

       恵那 IC 

        ↓ 飯田山本 JCT→岡谷 JCT→双葉 JCT 

        ↓ 中央自動車道 

       双葉サービスエリア 

       双葉スマート IC 

        ↓  

 １２：００ 昼食会場（甲府市内） 

 １２：５０   

        ↓ 

 １３：００ 山梨近代人物館 見学及び施設説明  （恵那市からの距離：約 188km） 

 １４：００     （山梨県甲府市丸の内１丁目６番１号 TEL055-231-0988） 

        ↓ 

       双葉スマート IC 

        ↓ 双葉 JCT→岡谷 JCT→飯田山本 IC 

        ↓ 中央自動車道 

       恵那 IC 

        ↓ 

 １７：００ 恵那市役所 到着            

 

 

 ※途中休憩を含む 
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山梨近代人物館 

山梨近代人物館                                                 

所在 :〒400-8501 山梨県甲府市丸の内１丁目６番 1 号                              

TEL : 055-231-0988                                                    

開館時間 ： 9:00 – 17：00                                                  

入館料 : 無料                                                         

休館日 : 第２第４火曜日、年末年始、臨時休館日有 

 

概要      

 「山梨近代人物館」は、昭和５年の創建時の姿によみがえった県庁者別館内の一部に開

館しました。当時の雰囲気を感じていただけるよう旧知事室や正庁を復元し、また展示室で

は、概ね明治時代から戦前までの間、農林業、政治・経済、国際交流、教育、芸術、学術な

ど幅広い分野で山梨県の発展に貢献し活躍したゆかりの人物を 50 人選定し、紹介していま

す。                                                               

山梨県では、県指定有形文化財である山梨県庁舎別館について、県民や観光客等に積極

的に公開し活用を図っていくとともに、中心市街地の活性化やにぎわいの創出に配慮し、

利用者に身近で利用しやすい県庁とするため、別館改修事業に合わせ、館内に展示施設

を整備しました。                                                        

設置の目的 

山梨県のあゆみを象徴する貴重な文化遺産であるとともに、山梨県の発展を支えてきた幾

多の先人たちの思いが詰まった建物でもあります。先人たちが山梨県を舞台にどのような活

動をしたのか、時代を超える記憶が、この建物には刻まれています。                        

こうした別館の特徴を活かし、県内外の多くの人に山梨県の魅力を知ってもらうために、別

館内に展示施設を整備し、公開活用します。                                     

〇県指定有形文化財である別館の文化財的価値を活かします。                          

〇県政の歴史とともに、本県発展の礎を築いた先人の功績を情報発信します。                 

〇県内各地の博物館や周辺施設などとの周遊性を確保します。                          

〇多くの人が訪れる一般開放施設としてにぎわいの創出を目指します。         

展示整備セプト やまなしを「再認識・発掘・発見」する。                                
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／
午
前
9時
か
ら
午
後
5時
（
入
館
は
4時
30
分
ま
で
）

／
毎
月
第
2・
第
4火
曜
日
 1
2月
29
日
～
1月
3日

　
そ
の
他
展
示
替
え
等
に
よ
り
臨
時
に
休
館
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

／
無
料
 

開
館
時
間

休
館
日

入
館
料

In
fo
rm
at
io
n

人
物
紹
介
室

導
入
展
示
室

「
ふ
る
さ
と
人
物
伝
」

旧
知
事
室

県
政
歴
史
展
示
室

情
報
展
示
室

3階
　
正
庁

2階
展
示
施
設

子
ど
も
向
け
コ
ン
テ
ン
ツ

県 庁 舎 別 館 展 示 施 設

第 14 回 展 示

創 建 時 の 姿 に よ み が え っ た 県 庁 舎 別 館 に お い て 、

近 代 山 梨 の 発 展 に 貢 献 し た 人 物 や 県 政 の あ ゆ み に つ い て 紹 介 し て い ま す 。

2 0 2 1 年 10 月 1 日 （ 金 ） 〜 2 0 2 2 年 3 月 21 日 （ 月 ・ 祝 ）

最 新 の 情 報 は ホ ー ム ペ ー ジ で ご 確 認 く だ さ い 。

テ
ー
マ
に
沿
っ
て
9
人
の

人
物
を
詳
し
く
紹
介
し
ま

す
。中
央
で
は
、近
代
化
の

象
徴
で
あ
る
中
央
線
笹
子

ト
ン
ネ
ル
の
歴
史
を
映
像

で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

昭
和
初
期
の
香
り
漂
う
県
庁
舎
別
館
。

近
代
に
お
け
る
山
梨
ゆ
か
り
の
人
物
の

功
績
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
な
っ
た
人
物
の

ク
イ
ズ
を
楽
し
み
な
が
ら
人
生

の
転
機
な
ど
が
学
べ
ま
す
。

残
さ
れ
た
当
時
の
家
具
類

や
写
真
な
ど
か
ら
、創
建

時
の
知
事
室
の
内
装
を

復
元
し
ま
し
た
。

昭
和
初
期
の
香
り
を
感
じ

て
く
だ
さ
い
。

昭
和
初
期
の
知
事
応
接
室
で
す
。当
時
の
雰

囲
気
が
感
じ
ら
れ
る
空
間
と
し
ま
し
た
。

中
央
の
モ
ニ
タ
ー
で
県
政
の
歴
史
な
ど
を
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

50
人
に
関
連
す
る
そ
の
他
の
人

物
や
、人
物
ゆ
か
り
の
地
な
ど
、

様
々
な
情
報
を
検
索
で
き
ま
す
。

県
庁
内
の
特
別
な
行

事
を
行
う
場
所
で
す
。

残
さ
れ
た
写
真
か
ら

当
時
の
姿
に
復
元
し

ま
し
た
。

年
間
10
回
程
度
講
座

等
も
開
催
し
ま
す
。

山
梨
県
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
6番
1号
  山
梨
県
庁
舎
別
館
2階

T
EL
.0
55
-2
31
-0
98
8　
 F
A
X
.0
55
-2
31
-0
99
1

ht
tp
s:
//
w
w
w
.p
re
f.
y
am
a
n
as
h
i.
jp
/y
kj
/i
nd
ex
.h
tm
l

防
災
新
館
地
下
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い（
駐
車
無
料
）

導
入
映
像
と
と
も
に
50
人
の
人
物
が
皆
さ
ま

を
お
迎
え
し
ま
す
。人
物
の
功
績
や
人
物
が
残

し
た
言
葉
な
ど
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

甲
府
市
役
所

山
梨
県
庁
構
内
図

愛
称：
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
や
ま
な
し

山
梨
県
庁
舎
別
館
2
階

山
梨
近
代
人
物
館

噴
水

広
場▲ 入
口

東
口

西
口

【
休
止
中
】

【
休
止
中
】

【
中
央
の
モ
ニ
タ
ー
は
休
止
中
】

現
在
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止

対
策
と
し
て
、タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
な
ど
接
触
を
伴

う
展
示
の
一
部
を
休
止

し
て
お
り
ま
す
。
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第
14
回
展
示
わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の
先
駆
者
た
ち
 ―
南
ア
ル
プ
ス
・
峡
南
地
域
―

山
梨
近
代
人
物
館
は
、概
ね
明
治
時
代
か
ら
戦
前
ま
で
の
間
、

農
林
業
、政
治
・
経
済
、国
際
交
流
、教
育
、芸
術
、学
術
な
ど

幅
広
い
分
野
で
活
躍
し
た
人
物
50
人
の
中
か
ら

毎
年
2回
ず
つ
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
9人
の
人
物
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

山
梨
近
代
人
物
館
　
人
物
紹
介
室

◆
写
真
提
供
／
山
梨
中
銀
金
融
資
料
館
、山
梨
県
立
博
物
館
、南
部
町
立
美
術
館
、富
士
川
町
教
育
委
員
会
、石
橋
湛
山
記
念
財
団
、個
人
蔵

明
治
36
年
（
19
03
）
の
中
央
線
開
通
は
、山
梨
の
社
会
や
文
化
を
一
変
さ
せ
た「
東
西
」
の
軸
の
成
立
と
い
え
ま
す
が
、

そ
れ
ま
で
の
山
梨
の
近
代
化
を
支
え
た
の
は
、富
士
川
を
中
心
と
し
た「
南
北
」の
軸
で
あ
っ
た
と
い
え
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

海
へ
、そ
し
て
外
の
文
化
へ
つ
な
が
る
道
す
が
ら
、山
梨
の
人
々
は
ど
の
よ
う
な
夢
を
描
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

若
尾
 逸
平

わ
か
  
 お
  
  
  
い
っ
  
ぺ
い

（
南
ア
ル
プ
ス
市
 １８
２０
～１
９１
３
）

行
商
生
活
か
ら
一
代
で
、東
京
の

電
力
や
市
電
を
支
配
す
る
ほ
ど

の
財
を
な
し
た
。政
界
で
も
初
代

甲
府
市
長
や
、
山
梨
最
初
の
貴

族
院
多
額
納
税
者
議
員
に
就
い

て
い
る
。

河
西
 豊
太
郎

か
  
さ
い
  
  
と
よ
  
た
  
ろ
う

（
南
ア
ル
プ
ス
市
 １８
７４
～１
９５
９
）

富
士
身
延
鉄
道
、山
梨
交
通
と
い

っ
た
山
梨
に
ゆ
か
り
深
い
企
業
の

要
職
を
務
め
た
。芸
術
へ
の
造
詣

が
深
く
、
根
津
美
術
館
の
理
事

長
・
館
長
も
務
め
た
。

近
藤
 喜
則

功
刀
 亀
内

こ
ん
  
ど
う
  
  
 よ
し
  
の
り

（
南
部
町
 １８
３２
～１
９０
１）

「
蒙
軒
塾（
学
舎
）」
を
設
立
し
て

近
隣
の
子
弟
の
教
育
に
努
め
た
。

三
椏（
紙
の
原
料
）の
増
産
の
た

め
に
殖
産
社
を
設
立
す
る
な
ど
、地

域
の
発
展
に
尽
力
し
た
。山
梨
県

議
会
の
初
代
議
長
に
就
任
し
た
。

み
つ
 ま
た

養
父
の
代
か
ら
引
き
継
い
だ
資
料

収
集
は
「
青
洲
文
庫
」と
呼
ば
れ

東
京
大
学
の
貴
重
な
古
典
籍
資

料
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
。市
川

紡
績
場
の
経
営
に
あ
た
る
な
ど
、

県
内
の
政
財
界
で
も
活
躍
し
た
。 

く
 ぬ
 ぎ
  
  
  
 き
  
 な
い

（
南
ア
ル
プ
ス
市
 １８
８９
～１
９５
７
）

郷
土
資
料「
甲
州
文
庫
」の
収
集

で
知
ら
れ
る
郷
土
史
研
究
者
。歴

史
・
民
俗
・
美
術
の
各
分
野
に
わ

た
る
資
料
群
は
、山
梨
の
郷
土
史

を
語
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
も
の

と
な
っ
て
い
る
。

ぼ
う
 せ
き

渡
辺
 青
洲

わ
た
　
な
べ
　
　
 せ
い
 し
ゅ
う

（
甲
斐
市
 １８
４０
～１
９１
１）

小
宮
山
 清
三

こ
 
み
 
や
 
ま
  
  
せ
い
 ぞ
う

（
南
ア
ル
プ
ス
市
 1
88
0～
19
33
）

池
田
村
（
甲
府
市
）の
村
長
や
県

会
議
員
な
ど
歴
任
。近
代
消
防
の

普
及
に
努
め
「
消
防
の
父
」と
呼

ば
れ
た
ほ
か
、木
喰
仏
を
柳
宗
悦

へ
紹
介
し
、木
喰
研
究
を
推
進
し

た
人
物
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

近
藤
 浩
一
路

こ
ん
 
ど
う
  
  
こ
う
 
い
ち
 
 ろ

（
南
部
町
 1
88
4～
19
62
）

墨
の
彩
り
が
織
り
な
す
独
特
の
画

風
を
確
立
し
、山
梨
や
日
本
の
風

景
を
水
墨
で
彩
り
豊
か
に
描
い
た

水
墨
画
家
。祖
父
は
山
梨
県
議
会

初
代
議
長
の
近
藤
喜
則
。

石
橋
 湛
山

い
し
  
ば
し
  
  
 た
ん
  
ざ
ん

（
東
京
都
港
区
 1
88
4～
19
73
）

「
小
日
本
主
義
」を
唱
え
、『
東
洋

経
済
新
報
』で
活
躍
し
た
気
骨
の

言
論
人
。戦
後
政
界
入
り
し
、第
５５

代
内
閣
総
理
大
臣
を
務
め
、退
任

後
に
中
華
人
民
共
和
国
と
の
国
交

回
復
に
も
尽
力
し
た
。

望
月
 百
合
子

も
ち
  
づ
き
  
  
ゆ
　
  り
　
  
こ

（
富
士
川
町
 １９
００
～
２０
０１
）

平
塚
ら
い
て
う
と
と
も
に「
婦
人
戦

線
」
創
刊
に
参
加
。戦
前
は
新
聞

記
者
の
ほ
か
、女
性
解
放
、女
性

教
育
運
動
や
翻
訳
な
ど
で
活
躍
。

山
人
会
の
初
代
会
員
と
し
て
県
の

文
化
振
興
に
尽
力
し
た
。

（
※
正
し
く
は「
㓛
刀
」で
す
が
、便
宜
上「
功
刀
」と
表
記
し
て
い
ま
す
。）

※
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１．協議事項　　

地域単独事業

地域自治区
順
位

事業名 目的 活動内容 総事業費 申請金額 備考

町並みの賑わい創出・地域活性
化事業

空き店舗の入居推進、商店街の
賑わいの創出及び地域活性化を
目指す。

・空き店舗対策
・ひなまつりの開催

1,200,000 500,000
継続
H28～

交流人口拡大・活性化事業
地域の活性化と、関係人口の拡
大と地域住民の意識改革を図
る。

・ふるさとゆかりの郷協定市町との交流
・いわむら城下おかげまつりの開催

800,000 500,000
継続
Ｈ28～

体験プログラム「いわむら五っこ」
提供事業

岩村らしさを大切にした体験プロ
グラムの造成と提供をする。

・プロクラムの提供
・作品の展示ギャラリーの設置
・作品の販売所・コーナーの設置

455,000 350,000
継続
Ｈ29～

こども塾事業

こどもたちが参加、体験できる
様々な文化活動や交流の機会を
充実する。
将来、地域で活躍できる人材を
育成する。

・田んぼ体験（田植え、稲刈り）
・文化伝承（土雛作り）
・秋のふれあいウオーキング
・トラクターイルミネーション
・まちなか子ども作品展

775,000 500,000
継続
Ｈ28～

歴史文化の伝承・保存事業
子供から大人まで幅広い層に至
るまでの「人づくり」「心そだて」を
活かしたまちづくりの推進に図
る。

・木版に刻まれた言葉の現代語訳のデシタ
ルデータの作成（ＱＲコード）
・木版の交換・補修

500,000 500,000
継続
Ｒ2～

いわむら城下町　路地カラ事業

岩村城下町を路地から活性化さ
せる。観光客、ヨソモノの目で良
いところを探す。住民自らの手で
路地からのブラッシュアップ。地
元もヨソモノも住みたくなるまちづ
くり

・手描き地図づくり
・路地カラ！参加型ホームページ構築と公
開
・路地カラＷＳ開催

555,000 500,000 新規

計 4,285,000 1,950,000 0

２．ヒアリング日程等について

　　日時等：令和4年2月1日（月）13時～14時　　　市役所4階第1委員会室

　　出席者：<市>鈴木誠教授、安藤克典まちづくり企画部長、熊谷春彦まちづくり企画部次長

　　　　　：<地域>振興事務所職員、※今年度は地域自治区運営協議会からの出席可

岩村

　　　

令和4年度地域のまちづくり活動補助金　申請事業の選考について（地域単独）

　地域単独事業として申請された６事業に優先順位を付け上位５事業を選定
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１．公募結果

２．令和４年度申請予定事業　　

地域単独事業

地域自治区
順
位

事業名 目的 活動内容 総事業費 申請金額 備考

1
町並みの賑わい創出・地域活性
化事業

空き店舗の入居推進、商店街の
賑わいの創出及び地域活性化
を目指す。

・空き店舗対策
・ひなまつりの開催

1,200,000 500,000
継続

H28～

2
交流人口拡大・活性化事業

地域の活性化と、関係人口の拡
大と地域住民の意識改革を図
る。

・ふるさとゆかりの郷協定市町との交流
・いわむら城下おかげまつりの開催

800,000 500,000
継続

Ｈ28～

3
いわむら体験プログラムまるごと
提供事業

目線の違う町の楽しみ方の提案
、観光客の滞在時間の延長、リ
ピーターの獲得、いわむらファン
の獲得(地域イメージの向上)
、地域資源・人的資源の掘り起
こし

・プロクラムの提供
・作品の展示ギャラリーの設置
・作品の販売所・コーナーの設置
・田んぼ体験（田植え、稲刈り）
・文化伝承（土雛作り）
・秋のふれあいウオーキング
・トラクターイルミネーション
・まちなか子ども作品展

1,035,000 500,000
継続

Ｈ29～

4
歴史文化の伝承・保存事業

子供から大人まで幅広い層に至
るまでの「人づくり」「心そだて」を
活かしたまちづくりの推進に図
る。

・木版に刻まれた言葉の現代語訳のデシタ
ルデータの作成（ＱＲコード）
・木版の交換・補修

500,000 500,000
継続
Ｒ2～

5 いわむら城下町　路地カラ事業

岩村城下町を路地から活性化さ
せる。観光客、ヨソモノの目で良
いところを探す。住民自らの手で
路地からのブラッシュアップ。地
元もヨソモノも住みたくなるまち
づくり

・手描き地図づくり
・路地カラ！参加型ホームページ構築と公
開
・各種参加体験型イベント

555,000 500,000 新規

計 4,090,000 1,950,000 0

令和4年度地域のまちづくり活動補助金　申請事業について

　　ホットいわむらだより8月号で公募（R3.9.13.〆切）した結果、6事業の応募　　

   下記６事業の中から５事業を選定して申請。

岩村
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収入
（単位：円）

項目 予算額 執行済額 見込額 残額 備考

1.市交付金 1,604,000 1,604,000 1,604,000 0 岩村地域自治区活動交付金

3.広告収入 60,000 60,000 60,000 ホットいわむらだより広告収入　6社×10,000円

4.雑収入 681 27,005 27,005 26,324 大型プリンター印刷代、預金利子等

5.繰越金 6,319 6,319 6,319 0 前年度繰越金

合計 1,671,000 1,697,324 1,697,324 ▲ 26,324

支出
（単位：円）

項目 予算額 執行済額 見込額 残見込み額 備考

1.人件費 652,000 90,640 90,640 561,360

2.需用費 580,000 573,031 750,000 ▲ 170,000 ホットいわむらだより印刷費等

3.役務費 100,000 49,276 80,000 20,000 インターネット手数料、切手代等

4.使用料 13,000 13,000 13,000 0 印刷機再リース料

5.備品購入費 0 0 0

6.負担金 20,000 1,000 4,000 16,000

8.予備費 306,000 0 0 306,000 新型コロナ関連対策事業等

合計 1,671,000 726,947 937,640 733,360

※会長の承認を得た場合は、科目間の流用を行う場合があります。

支出
（単位：円）

項目 予算額 執行済額 見込額 流用案 備考
1.人件費 652,000 90,640 90,640 91,000
2.需用費 580,000 573,031 750,000 750,000 ホットいわむらだより印刷費等
3.役務費 100,000 49,276 80,000 79,000 インターネット手数料、切手代等
4.使用料 13,000 13,000 13,000 13,000 印刷機再リース料
5.備品購入費 0 0 0
6.負担金 20,000 1,000 4,000 4,000
8.予備費 306,000 0 0 760,000 新型コロナ関連対策事業等

合計 1,671,000 726,947 937,640 1,697,000
※会長の承認を得た場合は、科目間の流用を行う場合があります。

〇人件費について、臨時職員の人件費を予定していたが、5月から市の臨時職員としたため、大幅な減額。
〇需用費について、ホットいわむらだよりの原稿出向時期が掲載記事等の関係でぎりぎりとなり、当初予定より増額。
〇予備費について、コロナ関連で不測の事態用としていたが、これまでの執行はない。

【案】
〇予備費として、今後の地域活性化目的として城下町ホットいわむらに760,000円を支
出
※760,000円については、3月までの執行状況を見て多少増減の可能性あり。

令和３年度地域活動交付金の使途について（予算流用）
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令和４年 １月 14日 

 

 恵那市長 小坂 喬峰 様 

           

申請者  

所在地  恵那市岩村町 1657-1 

名 称  岩村地域自治区運営協議会 

代表者名 会長 西 尾 公 男  ㊞ 

 

 

 

地域自治区活動交付金交付申請書 

 

 

 令和４年度において、次のとおり交付金を交付されるよう恵那市地域自治区活

動交付金交付要綱第７条の規定により関係書類を添えて申請します。 

 

 

記 

 

 

１ 交付申請額  金  １，６０２，０００円 

 

 

(添付書類) 

 １ 活動計画及び収支予算書 

 

 ２ その他市長が必要と認める書類 
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活動計画書 

区  分 内    容 

地域自治区の活動 

１ 

【概要】地域自治区運営協議会開催 

 役員会を毎月開催 

 全体会議、部会を随時開催 

２ 

【概要】地域課題の解決 

 地域が抱える課題を解決するために、課題分析や

解決法策を考える。 

３ 
【概要】各種団体の連絡調整 

 町内各種団体の支援及び人材育成を図る。 

地域計画の目標達成の 

ために実施する活動 

１ 

【概要】地域計画の進行管理 

 地域計画に掲げた３つの基本目標を達成するため

に、目標ごとに掲げた施策の進行管理を行う。 

２ 

【概要】地域行動計画の進行管理 

 行動計画に位置付けた各事業の進捗状況の把握及

び効果測定を行う。 

３ 

【概要】地域学校協働活動の推進 

 地域学校協働本部を核とした小中学校との協働に

よるまちづくりを推進する。 

事務局経費 

１ 

【概要】事務局人件費 

 地域自治区運営協議会の庶務及び会計事務。地域

のまちづくり補助金の執行管理 

２ 
【概要】広報紙の発行等 

「ホットいわむらだより」を年１２回発行 

購入備品等 

（保管場所記入) 

１ 

【購入備品】           

（購入目的・保管場所） 

２ 

【購入備品】          

（購入目的・保管場所） 

その他の活動 
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収支予算書 

 １ 収入の部 

項  目 金  額(円) 摘  要 

市交付金 1,602,000  

広告収入 60,000
ホットいわむらだより広告収入 

＠10,000円×6社 

雑入 1,000 預金利子等 

計 1,663,000  

 ２ 支出の部 

項  目 金  額(円) 摘  要 

人件費 650,000
事務局補助賃金 ＠880円×6時間×123

日（協議会事務、ホットいわむらだより

発行） 

消耗品費 183,000
印刷用紙（会議資料他）・印刷機インク、

事務用品他 

印刷製本費 660,000
ホットいわむらだより（2,000部×12月）

55,000円×12月 

役務費 150,000
切手、ハガキ、インターネット接続料、

Webサイト管理料 

負担金 20,000 自治区運営協議会長会議等負担金 

  

計 1,663,000
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恵那市の出生数等の状況について 
企 画 課 

１．出生数の状況                       （単位：人） 

  H28 H29 H30 R１ 
R２ R３ 

4-11 月 12 月 小計 1-3 月 合計 4-11 月 12 月 合計

大 井 町 96 121 105 84 66 11 77 15 92 56 4 60

長 島 町 72 63 60 59 31 4 35 13 48 35 4 39

東   野 7 12 21 9 4 0 4 6 10 3 0 3

三 郷 町 11 12 13 7 4 2 6 0 6 5 0 5

武 並 町 13 10 19 12 7 0 7 5 12 6 1 7

笠 置 町 6 4 4 5 2 1 3 1 4 2 0 2

中 野 方 町 5 5 8 4 5 0 5 2 7 6 0 6

飯 地 町 5 0 5 1 1 0 1 0 1 1 1 2

岩 村 町 32 22 31 27 18 0 18 6 24 18 0 18

山 岡 町 19 14 18 12 6 1 7 4 11 6 4 10

明 智 町 20 19 13 17 15 0 15 2 17 5 1 6

串   原 6 2 3 2 0 0 0 0 0 1 0 1

上 矢 作 町 5 7 5 2 0 1 1 2 3 2 1 3

合  計 297 291 305 241 159 20 179 56 235 146 16 162

※上記人数は外国人を含む。                            出典：市民課 

 

２．人口と高齢化率の状況                （単位：人、世帯、％） 
 H17 H27 R2 R4.1.1 H27 比 

高齢化率 

H28 

高齢化率 

R2 

高齢化率

R4.1.1 

大 井 町 13,631 13,275 13,037 12,898 △2.84 27.20 29.16 29.74％

長 島 町 10,345 9,827 9,417 9,351 △4.84 27.53 29.30 29.79％

東   野 1,826 1,734 1,670 1,646 △5.07 32.17 34.49 35.41％

三 郷 町 2,733 2,500 2,329 2,280 △8.80 35.38 39.77 39.38％

武 並 町 3,368 3,187 3,070 3,011 △5.52 31.89 32.67 32.48％

笠 置 町 1,566 1,305 1,198 1,167 △10.57 39.98 43.65 43.95％

中 野 方 町 1,874 1,633 1,518 1,478 △9.49 39.34 42.29 42.69％

飯 地 町 818 678 616 586 △13.57 42.29 43.83 45.22％

岩 村 町 5,605 5,208 4,831 4,713 △9.50 32.67 33.94 34.69％

山 岡 町 5,318 4,502 4,027 3,940 △12.48 37.27 40.52 41.31％

明 智 町 6,683 5,711 5,094 4,933 △13.62 39.61 42.73 43.40％

串   原 975 824 745 703 △14.68 45.26 48.05 50.21％

上 矢 作 町 2,636 2,057 1,729 1,665 △19.06 45.07 50.02 51.11％

合  計 57,378 52,441 49,281 48,371 △7.76 32.70 34.80 35.34％

世 帯 数 18,737 19,588 19,895 19,887 1.53

※人口は住民基本台帳人口・高齢化率（各年 10.1 現在）で外国人を含む。  出典：市民課、高齢福祉課 

 

３．小学校入学児童数の状況                  （単位：人） 

 H29 H30 R 元 R２ R３ 

児童数 401 402 430 377 348 
※学校基本調査（各年 5.1 現在）                        出典：学校教育課 

 

-14-


	空白ページ
	報告１�
	次第
	職員へのメッセージ
	施政方針（案）及び主要事業の概要（案）の提出について
	有給インターンシップ事業への協力について
	全期間評価の実施及び人事評価記録書の提出について
	職員証の更新に伴う顔写真の提出について
	窓口対応スキルアップ研修への参加について
	定例記者会見資料の提供方法の変更について
	令和３年度工事発注状況報告書
	恵那市の出生数等の状況について
	恵那中央出張所の利用実績について
	市民窓口の「休日開庁」の実施結果について
	新型コロナウイルスワクチンの接種について
	リモート・チャレンジラン2022について
	テコンドー教室について
	えなとポイントカード2022について 
	大道芸人オマールえびのよみきかせの世界について
	中山道広重美術館企画展について




